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れる動物骨の面から考察を行い ( 八木 2008)(1)、小田











































金大考古 62, 2008  八木聡・玉皇廟遺跡における遺物の面的広がり・3-6
部で 400 基の墓が確認されているが、現在遺跡の跡地
には山戎文化陳列館が建てられており、遺跡北東部の





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金大考古 62, 2008  八木聡・玉皇廟遺跡における遺物の面的広がり・3-6
く区分することが可能であり、他の遺物の出土状況も
動物形飾金具の出土状況と対応しているように思われ
る。
　具体的には虎形飾金具、獣面型の短剣、夹砂系土器
を出土する中央地区、虎・馬形飾金具、夹砂系土器、
匕形飾金具を出土する東部地区北部、泥質系土器を出
土し動物形飾金具を出土しない東部地区中央部、犬形
飾金具、蛇型・動物紋型の短剣、泥質系土器を出土す
る東部地区南部に区分できる (3)。覆面銅扣は、西部
地区以外に広く分布しており、玉皇廟遺跡の埋葬儀礼
を特徴付けるものといえる。
　以上のことが、今回の考察によって分かったことで
ある。ただし、遺物の広がりから考えられる遺跡の区
分が、遺跡の形成とどのような関係を持っているのか
については、明らかにすることができなかった。その
ため、遺跡全体の編年を視野に入れた、総括的な考察
を今後の課題としたい。
　
註
(1) 玉皇廟遺跡の遺構、および副葬される動物骨の特
徴を抽出し、内蒙古中南部、寧夏地域との比較を行っ
た。
(2) 本稿における玉皇廟遺跡の区分は便宜的なものに
すぎず、本来は一号取土坑にも当時の墓が存在してい
たものと思われる。
(3) 既に上述していることであるが、本来は一号取土
坑にも墓が存在していたはずであり、今回考察の対象
とした遺物も一号取土坑に存在していた墓に副葬され
ていたことは、十分考えられる。しかし、現時点では
これ以上踏み込むことができないため、議論の対象と
はしない。
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